
コロナウイルス（COVID-19）の葬儀支援について

どのような費用が払い戻しの対象となるのか？
対象となる経費の例としては、以下のようなものが考えられますが、これらに限定されるものではありません。 

どのような情報をFEMAに提供する必要がありますか？
FEMAに連絡して申請する前に、以下の情報をお持ちください。

葬儀支援を受けるためには、以下の条件を満たす必要
があります。

FEMAのCOVID-19係り
へのお問い合わせ

オンライン： 
FEMA.gov/funeral-assistance/faq.

情報は、電話とウェブサイトの両
方で、複数.

この支援を受けるにはどうすればいいですか？

 

FEMAは、2020年1月20日以降に発生した
COVID-19関連の葬儀費用に対する財政支援を
行っています。

迅速にサービスを受ける方法
申し込み後、以下の方法で書類

の提出を開始してください
Disasterassistance.gov,

Fax：855-261-3452
また、書類は郵送でも受け付

けています。COVID-19 Funer-
al Assistance P.O.Box 10001

Hyattsville, MD 20782

Funeral Assistance Helpline：
1-844-684-6333 

(TTY: 800-462-7585) 午前9時か
ら午後9時（米国東部時間）まで
（月～金）に連絡して申請を行

ってください。

COVID-19のパンデミックは、多くの家族に
圧倒的な悲しみをもたらしました。FEMAの
使命は、災害前、災害中、災害後の人々を支
援することです。私たちは、ウイルスによる
経済的なストレスや負担を少しでも軽減でき
るように努めています。

• 氏名、社会保障番号、生年月日、郵送先住所、連絡先電話番号。
• 亡くなられた方の氏名、社会保障番号、生年月日。
• 亡くなられた方がお亡くなりになった場所や住所。
• 埋葬保険や葬儀保険、寄付金、ボランティア団体、その他の政府プログラムや非営利団体など、
 他のソースからすでに受けている援助についての書類と領収書。
• ご本人以外の方が亡くなった方の葬儀費用を負担された場合、
 共同申請者の氏名と情報。

• 亡くなった方を特定するための交通 
 手段
• 遺体の移送
• 埋葬地または火葬のニッチ

• マーカーや墓石
• 聖職者または司式者サービス
• 葬儀社の備品やスタッフの使用
• 火葬または埋葬の費用 

• 死亡したのが米国内であったこと。
• 申請者は、2020年1月20日以降に葬儀費用が発生し  
 た米国市民、非市民国人、適格外国人であること。
• 亡くなった方が米国市民であること、非市民の国民  
 であること、資格のある外国人であることなどの条  
 件はありません。
• 死亡した人の死亡証明書には、
 COVID-19に起因する、またはCOVID-19が原因で死  
 亡したことが記載されていなければなりません。
 2020年1月20日から5月16日の間に死亡した場合で、  
 死亡証明書にCOVID-19との関連が記載されていない   
 場合は、死亡証明書の証明担当者、地元の検視官ま  
 たは検死官による、死因をCOVID-19と関連付ける署  
 名入りの声明書を添付してください. 


